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全
国
市
議
会
議
長
会
は
５
月
２４
日
、
東
京
・
日

比
谷
公
会
堂
で
第
８２
回
定
期
総
会
を
開
催
。
新
緑

の
中
、
全
国
各
地
か
ら
市
議
会
議
長
ら
関
係
者
約

１
６
０
０
人
が
参
集
し
、
国
松
誠
会
長
（
藤
沢
市

議
会
議
長
）
の
あ
い
さ
つ
で
開
会
し
た
。

総
会
で
は
、
真
の
地
方
自
治
の
確
立
を
求
め
、

会
長
提
出
に
よ
る
「
地
方
分
権
改
革
推
進
に
関
す

る
決
議
」
を
採
択
し
た
ほ
か
、
各
部
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
要
望
議
案
２２
件
を
審
議
、
可
決
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
が

第
８２
回
定
期
総
会
開
く

来
賓
と
し
て
臨
席
し
た
河
野
洋
平
・
衆
議
院
議

長
は
じ
め
、
扇
千
景
・
参
議
院
議
長
、
竹
中
平
蔵

・
総
務
大
臣
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
市
町
村
合
併
や

地
方
自
治
法
の
改
正
等
に
よ
り
、
市
議
会
が
新
た

な
責
任
と
役
割
を
担
う
こ
と
か
ら
、
住
民
福
祉
の

向
上
に
向
け
た
期
待
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
か
総
会
で
は
、
新
た
に
市
制
施
行
し
た

１
３
２
市
の
紹
介
、
正
副
議
長
・
議
員
の
永
年
勤

続
者
表
彰
、
委
員
会
活
動
報
告
等
が
行
わ
れ
た
。

第1618・19号６月１５日平成18年
（2006年）
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大竹 邦実

（１） 平成１８年６月１５日 第１６１８・１９号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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第
８２
回
定
期
総
会
は
、
来
賓
に

河
野
洋
平
・
衆
議
院
議
長
、
扇
千

景
・
参
議
院
議
長
、
竹
中
平
蔵
・

総
務
大
臣
ら
を
迎
え
、
定
刻
の
１０

時
３０
分
に
開
会
し
た
。

は
じ
め
に
国
松
会
長
が
開
会
あ

い
さ
つ
。
三
位
一
体
改
革
に
つ
い

て
「
真
の
地
方
分
権
型
社
会
を
勝

ち
取
る
た
め
、
第
２
期
改
革
に
向

け
働
き
か
け
て
い
く
」
と
述
べ
る

と
と
も
に
、
多
く
の
課
題
が
残
さ

れ
た
議
会
制
度
改
革
に
つ
い
て

「
更
な
る
改
革
を
要
望
す
る
」と
強

調
。
ま
た
、
地
方
議
員
年
金
制
度

の
長
期
安
定
化
を
目
的
と
し
た
改

正
法
案
の
早
期
成
立
を
訴
え
た
。

次
に
来
賓
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、

河
野
洋
平
・
衆
議
院
議
長
は
、
今

通
常
国
会
で
審
議
中
の
自
治
法
改

正
案
に
議
会
制
度
改
正
事
項
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
、

行
政
監
視
と
い
う
議
会
本
来
の
役

割
の
更
な
る
強
化
や
、
住
民
の
た

め
に
議
会
の
機
能
を
働
か
す
こ
と

の
必
要
性
を
強
調
し
た
上
で
、

「
行
政
に
対
し
言
う
べ
き
こ
と
は

言
う
姿
勢
を
貫
い
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
た
。
続
い
て
、
扇
参

議
院
議
長
、
竹
中
総
務
大
臣
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま

た
、
国
会
の
都
合
に
よ
り
欠
席

し
た
小
泉
純
一
郎
・
内
閣
総
理

大
臣
の
祝
辞
を
鈴
木
政
二
・
内

閣
官
房
副
長
官
が
代
読
し
た
�

４
・
５
面
に
来
賓
祝
辞
。

こ
の
あ
と
、
昨
年
の
総
会
以

降
、
合
併
に
よ
り
新
た
に
市
制

施
行
し
た
１
３
２
市
が
紹
介
さ

れ
、
代
表
し
て
岩
手
県
宮
古
市

の
三
上
敏
議
長
が
あ
い
さ
つ
を

述
べ
た
。

次
に
、
地
方
自
治
功
労
者
と

し
て
本
年
４
月
に
旭
日
中
綬
章
を

受
章
し
た
藤
岡
信
雄
・
大
阪
市
議

会
議
員
を
披
露
し
た
の
ち
永
年
勤

続
表
彰
式
に
移
っ
た
。

２
２
３
６
人
を

永
年
勤
続
表
彰

表
彰
式
で
は
、
永
年
勤
続
の
正

副
議
長
お
よ
び
議
員
２
２
３
６
人

を
表
彰
。
正
副
議
長
表
彰
を
代
表

し
て
高
橋
平
八
・
十
日
町
市
議
会

議
長
が
、
議
員
表
彰
を
代
表
し
て

横
山
勝
司
・
港
区
議
会
議
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
を
受
領
し
、
高

橋
議
長
が
代
表
し
て
謝
辞

を
述
べ
た
�
６
面
に
特
別

表
彰
の
受
賞
者
名
。

会
議
に
入
り
、
大
竹
邦

実
・
事
務
総
長
が
一
般
事

務
お
よ
び
会
計
に
つ
い
て

報
告
し
了
承
さ
れ
、
午
前

の
部
を
終
了
し
た
。

午
後
か
ら
の
会
議
で

は
、地
方
行
政
、地
方
財
政

な
ど
６
委
員
会
の
１
年
間

の
活
動
結
果
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、了
承
さ
れ
た
。

議
案
審
議
で
は
、
各
部

会
提
出
の
要
望
議
案
２２
件
を
審
議
、

可
決
し
た
ほ
か
、会
長
提
出
に
よ

る
「
地
方
分
権
改
革
推
進
に
関
す

る
決
議
」
�
左
�
を
採
決
し
た
。

こ
の
あ
と
、
部
会
長
、
理
事
な

ど
今
総
会
で
１
年
の
任
期
が
満
了

と
な
る
役
員
の
改
選
を
行
い
、
各

部
会
か
ら
推
薦
の
と
お
り
選
任
。

次
い
で
本
会
元
会
長
で
現
参
議
院

議
員
の
二
之
湯
智
氏
、
同
・
小
泉

昭
男
氏
を
顧
問
に
委
嘱
す
る
と
と

も
に
、
前
・
元
会
長
（
い
ず
れ
も

現
職
議
員
）
、
前
副
会
長
（
現
職

議
長
）
と
政
令
指
定
都
市
議
長
の

２１
人
を
相
談
役
に
委
嘱
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
前
期
役
員
４
９

３
人
に
感
謝
状
を
贈
呈
。
代
表
し

て
前
副
会
長
の
伊
東
稔
浩
・
静
岡

市
議
会
議
長
、
前
中
国
部
会
長
の

小
川
眞
和
・
福
山
市
議
会
議
長
、

前
国
会
対
策
委
員
長
の
矢
沢
博
孝

・
川
崎
市
議
会
議
長
が
受
領
。
伊

東
静
岡
市
議
長
が
代
表
し
て
謝
辞

を
述
べ
た
。

最
後
に
国
松
会
長
の
閉
会
あ
い

さ
つ
、
万
歳
三
唱
に
よ
り
総
会
の

全
日
程
を
終
了
し
た
。

（
総
会
の
も
よ
う
は
、
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
動
画
で
掲
載
）

平
成
５
年
６
月
の
衆
・
参
両
院

に
お
け
る
「
地
方
分
権
の
推
進
に

関
す
る
決
議
」
以
来
、
国
か
ら
地

方
へ
の
権
限
移
譲
や
税
源
移
譲
が

実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
分
権
型
社

会
の
実
現
に
は
未
だ
ほ
ど
遠
い
状

況
に
あ
り
、
地
方
分
権
改
革
は

「
未
完
の
改
革
」
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

こ
の
た
め
、
地
方
六
団
体
で

は
、
新
地
方
分
権
構
想
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
真
の
地
方
分
権
の

確
立
に
向
け
た
審
議
を
行
っ
て
き

た
が
、
こ
の
度
、
同
委
員
会
よ
り

地
方
財
政
自
立
の
た
め
の
七
つ
の

提
言
を
含
む
「
分
権
型
社
会
の
ビ

ジ
ョ
ン
（
中
間
報
告
）
」
が
提
出

さ
れ
た
。

今
回
の
中
間
報
告
に
盛
り
込
ま

れ
た
提
言
は
、
更
な
る
地
方
分
権

推
進
の
た
め
地
方
税
財
政
の
改
革

を
求
め
る
地
方
六
団
体
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
そ

の
早
急
な
実
現
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

現
在
、
政
府
・
与
党
に
お
い
て

は
、
６
月
に
決
定
さ
れ
る
「
経
済

財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る

基
本
方
針
２
０
０
６
」
に
向
け
、

歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
を
含
む
議

論
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

「
基
本
方
針
２
０
０
６
」
の
策
定

に
当
た
っ
て
は
、
地
方
の
意
見
を

十
分
踏
ま
え
る
べ
き
で
あ
る
。

「
地
方
分
権
に
向
け
た
改
革
に

終
わ
り
は
な
い
」
。
よ
っ
て
、
全

国
市
議
会
議
長
会
は
、
地
方
分
権

改
革
を
確
実
に
推
進
す
る
た
め
、

下
記
の
通
り
決
議
す
る
。

記

１
�
「
分
権
型
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン

（
中
間
報
告
）
」
を
踏
ま
え
た
七

項
目
の
実
現
を
図
る
。

２
�
中
間
報
告
の
七
項
目
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
第
２
６
３
条
の

３
第
２
項
に
基
づ
き
、
内
閣
に
対

す
る
意
見
の
申
し
出
及
び
国
会
に

対
す
る
意
見
書
の
提
出
を
行
う
。

「「
地地
方方
分分
権権
改改
革革
推推
進進
」」なな
どど

決決
議議

各
部
会
提
出
議
案
２２
件
も
可
決

地地
方方
分分
権権
改改
革革
推推
進進
にに
関関
すす
るる
決決
議議
（要旨）

熱
気
あ
ふ
れ
る
会
場

開会あいさつする国松会長

第１６１８・１９号 平成１８年６月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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�
真
の
地
方
分
権
実
現
に
向
け
た

国
の
制
度
改
革

（
四
国
）

�
市
町
村
合
併
に
対
す
る
財
政
支

援
措
置

（
東
北
）

�
市
町
村
合
併
に
お
け
る
財
政
支

援
措
置
の
堅
持

（
中
国
）

�
合
併
特
例
債
及
び
補
助
金
の
運

用

（
東
海
）

�
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
周
知

（
四
国
）

�
拉
致
事
件
の
全
容
解
明
と
早
期

解
決
並
び
に
拉
致
被
害
者
に
対

す
る
支
援

（
北
信
越
）

�
北
方
領
土
問
題
の
早
期
解
決
と

隣
接
地
域
の
復
興
対
策

（
北
海
道
）

�
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直

し

（
九
州
）

	
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
善
強

化

（
東
北
）



義
務
教
育
施
設
の
施
設
整
備
費

の
充
実

（
関
東
）

�
市
町
村
に
よ
る
児
童
相
談
体
制

の
充
実

（
東
海
）

�
自
治
体
病
院
等
に
お
け
る
医
師

確
保
対
策
の
充
実

（
中
国
）



産
業
廃
棄
物
処
理
場
問
題
の
抜

本
的
解
決

（
九
州
）

�
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
促
進

（
北
海
道
）

�
道
路
特
定
財
源
の
確
保
と
東
北

地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
網
の

整
備
促
進

（
東
北
）

�
雪
害
対
策
経
費
へ
の
補
助
拡
充

等

（
北
信
越
）

�
北
陸
新
幹
線
の
建
設
促
進

（
北
信
越
）

�
建
築
物
の
耐
震
性
に
係
る
防
災

対
策
の
充
実
強
化

（
関
東
）

�
防
災
対
策
の
充
実
強
化（

東
海
）

�
生
活
バ
ス
路
線
対
策
事
業
に
対

す
る
補
助
制
度
の
充
実（

中
国
）

�
高
速
自
動
車
道
並
び
に
国
道
バ

イ
パ
ス
等
の
道
路
整
備
促
進

（
四
国
）

�
東
九
州
自
動
車
道
の
整
備
促
進

（
九
州
）

第
８２
回
定
期
総
会
で
は
、
会
長
提
出
議
案
「
地
方
分
権
改
革
推
進

に
関
す
る
決
議
」
と
、
各
部
会
か
ら
の
提
出
議
案
２２
件
を
審
議
、
可

決
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
議
案
は
７
月
１３
日
の
理
事
会
で
調
整
の
上
、

そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
要
望
書
と
し
て
取
り
ま
と

め
ら
れ
る
。
各
部
会
提
出
議
案
の
件
名
等
は
次
の
と
お
り
。

副副
会会
長長
、、監監
事事
をを

補補
欠欠
選選
任任

―
５
月
２３
日
理
事
会
で

全
国
市
議
会
議
長
会
は
５
月
２３

日
、
定
期
総
会
に
先
立
ち
、
第
１

６
３
回
理
事
会
を
東
京
・
全
国
都

市
会
館
で
開
い
た
。

会
議
で
は
、
定
期
総
会
の
運
営

に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、

役
員
の
任
期
途
中
の
退
任
に
伴
う

補
欠
選
任
を
行
い
、
副
会
長
が
定

員
４
人
中
、
２
人
、
監
事
５
人
中
、

５
人
が
選
任
さ
れ
た
。

補
欠
選
任
さ
れ
た
副
会
長
、
監

事
の
氏
名
等
は
次
の
と
お
り
。

◇
副
会
長
�
松
井
貞
衞
（
松
戸

市
）
、
藤
沢
昭
男
（
岐
阜
）

◇
監
事
�
鈴
木
健
策（
北
上
市
）、

土
屋
陽
一
（
上
田
市
）
、
菅
原
巖

（
川
西
市
）
、
小
川
眞
和
（
福
山

市
）
、
野
田
粋
之
（
鳴
門
市
）

財財
務務
運運
営営
のの
ああ
りり
方方

をを
検検
討討

――
本本
会会

全
国
市
議
会
議
長
会
は
５
月
２４

日
、
東
京
・
日
比
谷
公
会
堂
で
財

務
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

す
る
第
１
回
「
財
政
基
盤
検
討
委

員
会
」
を
開
催
し
た
。

同
委
員
会
は
、
本
会
の
財
政
基

盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、調
査
、審

議
を
行
う
も
の
と
し
て
、
４
月
の

正
副
会
長
会
議
の
申
し
合
わ
せ
に

よ
り
設
置
。正
副
会
長
５
市
、監
事

５
市
、部
会
長
９
市
、会
長
指
名
の

１
市
、
計
２０
市
で
構
成
さ
れ
る
。

国
松
会
長
は
、
あ
い
さ
つ
で

「
各
市
か
ら
の
負
担
金
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
引
き
下
げ
も
含
め
検

討
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
、

協
力
を
求
め
た
。

会
議
で
は
、
事
務
局
か
ら
本
会

の
会
則
及
び
施
行
規
則
や
１８
年
度

予
算
な
ど
、
本
会
の
財
政
の
現
況

等
に
つ
い
て
説
明
。
委
員
会
の
下

に
設
置
し
た
幹
事
会
（
正
副
会
長

５
市
、
監
事
５
市
、
指
定
市
１
市
、

特
例
市
１
市
、
計
１２
市
の
議
会
事

務
局
長
で
構
成
）
で
、
具
体
的
に

検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

た
。委

員
会
で
は
、
本
年
８
月
下
旬

を
目
途
に
結
果
を
取
り
ま
と
め
る

予
定
。

分分
権権
改改
革革
推推
進進
会会
議議

をを
開開
催催

――
本本
会会

全
国
市
議
会
議
長
会
は
５
月
２５

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
分

権
改
革
推
進
会
議
を
開
催
し
た
。

同
会
議
は
、
更
な
る
地
方
分
権

改
革
の
推
進
に
向
け
て
の
諸
課
題

に
適
宜
、
適
切
に
対
処
す
る
た

め
、
昨
年
７
月
の
理
事
会
で
本
会

に
設
置
さ
れ
た
も
の
。

会
議
で
は
、
本
会
の
役
員
交
代

に
伴
い
、
新
座
長
に
副
会
長
の
税

所
史
熙
・
熊
本
市
議
会
議
長
、
副

座
長
に
地
方
財
政
委
員
長
の
後
藤

薫
廣
・
恵
那
市
議
会
議
長
、
地
方

行
政
委
員
長
の
善
財
文
夫
・
須
坂

市
議
会
議
長
、
社
会
文
教
委
員
長

の
立
脇
通
也
・
松
江
市
議
会
議
長

を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
た
。

こ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
本
会
な

ど
地
方
六
団
体
で
本
年
１
月
に
設

置
し
た
、
新
地
方
分
権
構
想
検
討

委
員
会
（
委
員
長
�
神
野
直
彦
・

東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
が
取
り

ま
と
め
た
「
分
権
型
社
会
の
ビ
ジ

ョ
ン
」
の
中
間
報
告
を
踏
ま
え
、

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
向
け
、

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
協
議
。
ま

た
、
近
く
政
府
が
策
定
す
る
「
骨

太
の
方
針
２
０
０
６
」
に
地
方
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
地
方

六
団
体
が
５
月
３１
日
に
開
催
す
る

「
地
方
自
治
危
機
突
破
総
決
起
大

会
」
の
運
営
等
に
つ
い
て
協
議

し
、
了
承
さ
れ
た
。

改改
正正
地地
方方
自自
治治
法法
がが
成成
立立

―
５
月
３１
日

議
長
に
臨
時
会
の
招
集
請
求
権

を
認
め
る
こ
と
な
ど
議
会
制
度
改

正
事
項
が
盛
り
込
ま
れ
た
「
地
方

自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
�
本
誌
１
６
１
０
号
参
照
�

が
５
月
３１
日
、
参
議
院
本
会
議
で

可
決
、
成
立
し
た
。

同
法
は
、
６
月
７
日
に
公
布
、

１９
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
監
査
の
充
実
、
中
核
市

制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
公
布

日
に
、
財
務
制
度
の
見
直
し
、
地

方
六
団
体
へ
の
情
報
提
供
、
議
会

制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
公
布

後
１
年
以
内
に
施
行
さ
れ
る
。

各各
部部
会会
提提
出出
議議
案案
をを
可可
決決

第１号から第８号までの議案説明担当市議長ら
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正正
副副
委委
員員
長長
をを
選選
任任

〔
祝
辞
〕
内
閣
総
理
大
臣

小
泉

純
一
郎

（
鈴
木
政
二
・
内
閣
官
房
副
長
官
代
読
）

全
国
市
議
会
議
長
会
第
８２
回
総

会
の
開
催
に
当
た
り
、
日
頃
か

ら
、
住
民
福
祉
の
増
進
と
地
域
社

会
の
発
展
に
尽
力
し
て
お
ら
れ
る

皆
様
方
の
ご
苦
労
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。

政
府
は
、
私
の
就
任
以
来
掲
げ

て
き
た
「
改
革
な
く
し
て
成
長
な

し
」
の
方
針
の
下
、
根
本
的
な
構

造
改
革
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。平

成
１８
年
度
に
お
い
て
は
、
地

方
の
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

３
兆
円
の
税
源
移
譲
、
地
方
交
付

税
の
見
直
し
、
４
兆
７
０
０
０
億

円
の
補
助
金
改
革
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

地
方
分
権
に
向
け
た
改
革
に
終

わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。

「
地
方
に
で

き
る
こ
と
は

地
方
に
」
と

の
方
針
の

下
、
今
後
と

も
、
真
に
地

方
の
自
立
と

責
任
を
確
立

す
る
た
め
の
取
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

簡
素
で
効
率
的
な
政
府
を
実
現

す
る
た
め
、
国
・
地
方
を
通
じ
た

総
人
件
費
削
減
、
政
府
系
金
融
機

関
改
革
等
の
基
本
方
針
を
定
め
た

行
政
改
革
推
進
法
案
を
今
国
会
に

提
出
し
、
成
立
を
期
し
て
い
ま

す
。地

方
に
お
い
て
も
、
定
員
削
減

や
給
与
の
見
直
し
を
含
め
、
徹
底

し
た
行
財
政
改
革
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
一
地
域
一
観
光
、
「
ビ

ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
の
強
化
、
姉
妹
都
市
に
よ

る
国
際
交
流
の
拡
大
に
取
り
組
ん

で
、
２
０
１
０
年
ま
で
に
、
外
国

人
訪
問
客
１
０
０
０
万
人
の
目
標

実
現
に
努
力
し
ま
す
。

今
後
と
も
私
は
、
自
信
と
誇
り

に
満
ち
た
日
本
社
会
を
築
く
た
め

努
力
を
続
け
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
国
と
地
方
が
一
体
と
な
っ
て

改
革
を
断
行
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
全
文
）

全
国
市
議
会
議
長
会
第
８２
回
定

期
総
会
の
開
催
に
当
た
り
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
か
ら

６
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
間
に
全
国
で
市
町
村
合
併
の
取

り
組
み
は
着
実
に
進
展
し
、
本
年

４
月
１
日
に
は
団
体
数
が
１
８
２

０
と
な
り
ま
し
た
。
各
位
の
ご
尽

力
に
よ
り
合
併
が
進
展
し
た
こ
と

に
対
し
、
改
め
て
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。

現
在
、
骨
太
の
方
針
策
定
に
向

け
、
政
府
・
与
党
に
よ
る
歳
出
・

歳
入
一
体
改
革
の
検
討
が
本
格
化

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
中
で

一
部
に
、
地
方
交
付
税
総
額
の
削

減
目
標
を
設
定
す
べ
き
と
の
意
見

が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
考
え
を
受

け
入
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま

せ
ん
。
地
方
交
付
税
の
見
直
し
に

当
た
っ
て
は
、
国
と
地
方
の
役
割

分
担
や
、
地
方
の
仕
事
に
対
す
る

国
の
関
与
な
ど
、

国
と
地
方
の
行
財

政
制
度
を
幅
広
く

議
論
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
私
は
、
様
々
な
機
会

を
と
ら
え
、
繰
り
返
し
政
府
内
で

こ
の
点
を
申
し
上
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
に
つ
い

て
は
、
地
方
の
皆
様
方
の
納
得
で

き
る
形
で
骨
太
の
方
針
に
盛
り
込

ま
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
税
に
つ
い
て
は
、

３
兆
円
の
税
源
移
譲
が
実
現
致
し

ま
し
た
。
各
団
体
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
新
た
に
１０
％
の
比
例
税
率

と
な
る
個
人
住
民
税
が
円
滑
に
施

行
で
き
ま
す
よ
う
、
取
り
組
ん
で

頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

地
方
議
会
制
度
に
つ
き
ま
し
て

も
、
議
会
の
政
策
形
成
機
能
、
監

視
機
能
の
充
実
等
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
の
地
方
制
度
調
査

会
答
申
を
踏
ま
え
、
議
会
制
度
の

見
直
し
等
を
内
容
と
す
る
地
方
自

治
法
改
正
案
を
国
会
に
提
出
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
国
松
会
長
を
は
じ

め
皆
様
方
の
ご
意

見
を
し
っ
か
り
と

踏
ま
え
、
改
革
を

進
め
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

最
後
に
皆
様
方

の
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
祈
念
し
、

私
の
挨
拶
と
致
し

ま
す
。
（
要
約
）

本
会
５
委
員
会
が

合
同
会
議
を
開
催

定
期
総
会
終
了
後
、
国
会
対
策

委
員
会
を
除
く
地
方
行
政
、
地
方

財
政
、
社
会
文
教
、
産
業
経
済
、

建
設
運
輸
の
５
委
員
会
は
、
日
比

谷
公
会
堂
で
合
同
会
議
を
開
き
、

そ
れ
ぞ
れ
正
副
委
員
長
を
選
任
し

た
。各

委
員
会
の
正
副
委
員
長
の
氏

名
、
所
属
議
会
は
次
の
と
お
り
。

◇
地
方
行
政
委
員
会

委
員
長
�

善
財
文
夫
（
須
坂
市
）
、
副
委
員

長
�
畑
俊
宏
（
京
田
辺
市
）
、
森

光
昭
（
串
間
市
）

◇
地
方
財
政
委
員
会

委
員
長
�

後
藤
薫
廣
（
恵
那
市
）
、
副
委
員

長
�
梶
敏
（
歌
志
内
市
）
、
岩
崎

国
次
（
彦
根
市
）

◇
社
会
文
教
委
員
会

委
員
長
�

立
脇
通
也
（
松
江
市
）
、
副
委
員

長
�
樋
口
隆
（
留
萌
市
）
、
関
谷

俊
雄
（
前
橋
市
）

◇
産
業
経
済
委
員
会

委
員
長
�

山
田
礼
二
（
荒
尾
市
）
、
副
委
員

長
�
土
田
成
明
（
三
浦
市
）
、
�

橋
和
壽
（
西
条
市
）

◇
建
設
運
輸
委
員
会

委
員
長
�

平
舘
幸
雄
（
釜
石
市
）
、
副
委
員

長
�
泉
碩
也
（
瑞
浪
市
）
、
山
田

勝
利
（
室
戸
市
）

〔
祝
辞
〕
総
務
大
臣

竹
中

平
蔵

歳歳
出出
・・
歳歳
入入
一一
体体
改改
革革
でで
幅幅
広広
いい
議議
論論
をを

地地
方方
分分
権権
改改
革革
にに
終終
わわ
りり
なな
しし
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国
と
市
区
の
違
い
は
あ
る
が
、

私
は
議
長
と
い
う
皆
さ
ん
と
同
じ

立
場
に
あ
り
ま
す
の
で
、
同
じ
視

点
に
立
っ
て
一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
つ
て
議
員
は
、
地
域
住
民
の

様
々
な
期
待
や
要
望
を
聞
き
、
そ

れ
を
代
弁
す
る
の
が
一
つ
の
大
き

な
仕
事
で
し
た
。

直
接
、
住
民
が
役
所
へ
陳
情
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
地

域
密
着
型
の
議
員
へ
要
望
す
る
。

住
民
の
声
を
聞
い
た
議
員
は
、
議

会
を
足
場
に
行
政
当
局
へ
改
善
を

迫
っ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
最
近
は
、
電
子
メ
ー
ル

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
か
つ

て
は
想
像
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な

か
っ
た
通
信
技
術
の
発
達
に
よ

り
、
議
員
を
通
す

こ
と
な
く
、
直

接
、
住
民
の
声
が

役
所
へ
届
く
時
代

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
今
後
は

議
会
も
新
た
な
役

割
が
求
め
ら
れ
、

議
員
も
新
た
な
役

割
を
担
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

是
非
と
も
こ
れ
か
ら
先
も
、
議

員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
新
た
な
役
割
を
担
い
活
躍
し

て
欲
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
議
長
の
皆
様
方

に
は
、
大
い
に
手
腕
を
発
揮
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
行
政
は
議
会
に
対

し
、
少
し
横
着
で
は
な
い
か
、
時

に
は
傲
慢
で
は
な
い
か
と
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
審
議
会

等
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

最
近
は
首
長
が
審
議
会
を
設
置

し
、
議
会
と
は
全
く
異
な
る
議
論

が
行
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
有
識
者

会
議
が
議
論
し
て
答
申
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
議
会
が
長
年
に
わ

た
り
積
み
上
げ
て

き
た
議
論
を
差
し

置
き
、
審
議
会
や

有
識
者
会
議
の
答

申
が
重
く
扱
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対

し
議
会
が
意
見
す
る
と
、
抵
抗
勢

力
扱
い
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
つ
い
て
、

議
会
と
し
て
は
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
と
り
わ
け
議
長
と
し

て
、
そ
う
い
う
行
政
の
進
め
方
に

つ
い
て
は
、
一
言
あ
っ
て
然
る
べ

き
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
地
方
自
治
法
の
改
正
案

が
今
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
て
お

り
、
既
に
衆
議
院
を
通
過
し
、
参

議
院
で
審
議
中
で
す
。
議
会
を
常

に
招
集
可
能
と
し
、
常
に
行
政
に

意
見
で
き
る
体
制
に
す
る
な
ど
、

議
会
の
力
や
役
割
を
拡
充
す
る
こ

と
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
後
の
議
会
は
、
更
に
行
政
を

監
視
す
る
と
い
う
議
会
本
来
の
役

割
を
強
く
持
ち
、
地
域
住
民
の
た

め
に
機
能
を
働
か
す
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

是
非
と
も
議
長
の
皆
様
方
に
お

か
れ
て
は
、
大
い
に
勇
気
を
持

ち
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
行

政
に
対
し
言
う
べ
き
こ
と
は
言
う

姿
勢
を
貫
い
て
頂
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
も
、
地
方
分
権
あ

る
い
は
三
位
一
体
な
ど
、
現
在
、

着
々
と
地
方
行
財
政
に
対
す
る
改

善
や
改
良
を
加
え
る
た
め
の
努
力

を
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

最
も
地
域
住
民
に
近
い
立
場
に
お

ら
れ
果
た
す
役
割
は
極
め
て
大
き

い
わ
け
で
す
か
ら
、
ど
う
か
そ
の

点
に
つ
い
て
の
自
覚
を
持
た
れ
た

う
え
で
職
務
に
精
励
さ
れ
ま
す
よ

う
心
か
ら
期
待
し
、
同
じ
議
長
と

し
て
皆
様
に
エ
ー
ル
を
送
り
た

い
、
そ
う
思
っ
て
本
日
の
総
会
に

出
席
致
し
ま
し
た
。

皆
様
方
の
大
い
な
る
ご
活
躍
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

要
約
）

〔
祝
辞
〕
衆
議
院
議
長

河
野

洋
平

本
日
、
全
国
市

議
会
議
長
会
第
８２

回
総
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た

こ
と
、
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
市
議

会
議
長
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
市
議
会
運
営

の
重
責
を
担
い
、

地
方
自
治
の
発
展

と
住
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
、
日
々

献
身
的
な
ご
尽
力
を
さ
れ
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
と
謝

意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

「
国
か
ら
地
方
へ
」
と
い
う
地

方
分
権
改
革
の
流
れ
は
、
市
数
を

５
年
間
で
１
３
０
増
や
し
、
そ
の

一
方
、
市
町
村
全
体
で
は
３
２
０

０
市
町
村
か
ら
１
８
０
０
余
市
町

村
へ
減
少
さ
せ
、
合
併
に
よ
る
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま

す
。
多
く
の
住
民
に
愛
さ
れ
た
市

町
村
が
長
い
歴
史
を
閉
じ
た
の
で

す
か
ら
、
新
た
な
自
治
体
が
担
う

責
任
は
本
当
に
大
き
な
も
の
で
あ

ろ
う
と
存
じ
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
が
到
来
し
、
業

務
の
効
率
化
を
推
進
す
る
こ
と
な

ど
は
当
然
で
す
が
、
何
よ
り
も
住

民
中
心
の
個
性
豊
か
で
活
力
に
満

ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
中
、
直
接
、
地
域
住
民
の
方

々
に
接
す
る
市
議
会
議
員
の
役
割

は
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

地
方
の
発
展
な
く
し
て
国
の
発

展
も
あ
り
ま
せ
ん
。
国
と
地
方
の

役
割
分
担
、
ま
た
、
地
方
財
政
の

基
盤
の
充
実
強
化
な
ど
、
国
会
も

皆
さ
ん
と
一
緒
に
多
く
の
こ
と
を

議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

本
日
の
総
会
が
、
こ
れ
ら
の
議

論
の
充
実
に
向
け
、
大
き
な
成
果

を
も
た
ら
す
こ
と
を
期
待
し
て
や

み
ま
せ
ん
。

結
び
に
、
本
日
栄
え
あ
る
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
す
方
々
に
心
か
ら

の
祝
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

ご
列
席
の
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
致
し
ま

し
て
、
お
祝
い
の
ご
挨
拶
に
か
え

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
要
約
）

〔
祝
辞
〕
参
議
院
議
長

扇

千
景

更更
なな
るる
行行
政政
監監
視視
でで
議議
会会
のの
役役
割割
強強
化化活活

力力
にに
満満
ちち
たた
まま
ちち
づづ
くく
りり
をを

（５） 平成１８年６月１５日 第１６１８・１９号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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定
期
総
会
で
の
正
副
議
長
、
議
員
の
永
年
勤
続
表
彰
者
は
、
特
別
表
彰
、
一
般
表
彰
合
わ
せ
て
２
２
３
６

人
。
内
訳
は
次
の
と
お
り
。

◆
特
別
表
彰

正
副
議
長
１２
年
以
上
�
１
人
▽
同
８
年
以
上
�
６
名

議
員
５０
年
以
上
�
１
人
▽
同
４５
年
以

上
�
２
人
▽
同
４０
年
以
上
�
２
人
▽
同
３５
年
以
上
�
１
１
６
人
▽
３０
年
以
上
�
５０
人
▽
２５
年
以
上
�
６１
人

▽
２０
年
以
上
�
１
２
６
人

◆
一
般
表
彰

正
副
議
長
４
年
以
上
�
５６
人

議
員
１５
年
以
上
�
１
２
８
９
人
▽
同
１０
年
以
上
�
５
２
６
人

本
紙
で
は
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
特
別
表
彰
の
正
副
議
長
８
年
以
上
、
議
員
３０
年
以
上
の
所
属
議
会
と

氏
名
を
掲
載
し
ま
す
。
（
敬
称
略
、
北
か
ら
の
順
）

【
正
副
議
長
１２
年
以
上
】

▽
男
鹿
�
杉
本
博
治

【
正
副
議
長
８
年
以
上
】

▽
宮
古
�
三
上
敏
▽
十
日
町
�
�

橋
平
八
▽
大
和
郡
山
�
吉
田
作
治

▽
善
通
寺
�
芝
�
▽
前
原
�
成
吉

大
二
▽
糸
満
�
大
城
正
行

【
議
員
５０
年
以
上
】

▽
徳
島
�
坂
井
積

【
議
員
４５
年
以
上
】

▽
港
�
横
山
勝
司
▽
大
月
�
伊
奈

明【
議
員
４０
年
以
上
】

▽
藤
枝
�
岸
快
充
▽
下
松
�
椎
山

昭
二

【
議
員
３５
年
以
上
】

▽
帯
広
�
黒
田
弘
▽
江
別
�
�
間

専
造
▽
名
寄
�
斉
藤
晃
▽
三
笠
�

阿
部
進
▽
登
別
�
小
坂
義
昭
▽
恵

庭
�
行
沢
政
義
▽
十
和
田
�
野
月

忠
見
▽
仙
台
�
大
内
久
雄
▽
秋
田

�
菊
地
達
雄
▽
山
形
�
枝
松
昭
雄

▽
南
陽
�
渡
部
敬
▽
南
相
馬
�
小

林
一
成
▽
新
潟
�
山
田
修
一
▽
柏

崎
�
小
池
�
▽
加
茂
�
今
井
詔
一

▽
燕
�
川
上
靖
夫
▽
富
山
�
力
示

健
蔵
▽
金
沢
�
平
田
誠
一
▽
七
尾

�
仙
田
忍
▽
小
松
�
升
田
金
明

西
憲
二
▽
福
井
�
伊
東
敏
宏
▽
茅

野
�
牛
山
晴
一
▽
武
蔵
野
�
金
子

武
▽
小
平
�
西
克
彦
▽
国
分
寺
�

佐
藤
茂
也
▽
国
立
�
佐
伯
茂

小

沢
靖
子
▽
新
宿
�
山
田
敏
行
▽
文

京
�
斉
田
宗
一
▽
墨
田
�
�
澤
良

仁

早
川
幸
一
▽
江
東
�
鈴
木
清

次

斉
藤
久
也
▽
中
野
（
東
京
）

�
伊
藤
岩
男
▽
杉
並
�
山
崎
一
彦

今
井
讓
▽
北
�
高
木
隆
司

鈴

木
隆
司
▽
板
橋
�
橋
本
祐
幸
▽
足

立
�
渡
邊
修
次
▽
横
浜
�
関
貞
彦

▽
甲
府
�
内
藤
幸
男
▽
富
士
吉
田

�
鈴
木
森
夫
▽
日
立
�
佐
藤
克
▽

土
浦
�
本
橋
道
明

中
島
政
雄
▽

宇
都
宮
�
山
崎
美
高
▽
矢
板
�
室

井
祐
▽
桐
生
�
佐
藤
貞
雄
▽
川
越

�
伊
藤
義
郎
▽
新
座
�
保
坂
フ
ミ

子
▽
北
本
�
島
野
正
紀
▽
千
葉
�

野
本
信
正
▽
銚
子
�
阿
部
美
明
▽

船
橋
�
千
葉
満
▽
木
更
津
�
佐
久

間
康
之
▽
佐
倉
�
中
村
克
几
▽
習

志
野
�
馬
場
信
韶
▽
勝
浦
�
児
安

利
之
▽
匝
瑳
�
大
木
傅
一
郎
▽
静

岡
�
内
田
進
▽
富
士
�
小
倉
通
利

▽
名
古
屋
�
久
野
浩
平

郡
司
照

三
▽
一
宮
�
小
島
尊
司
▽
津
�
杉

原
東
洋
児
▽
四
日
市
�
小
林
博
次

▽
岐
阜
�
船
戸
清

西
垣
勲
▽
多

治
見
�
三
宅
昇
▽
美

濃
加
茂
�
川
村
孝
二

▽
大
阪
�
森
野
光
晴

関
根
信
次
▽
吹
田

�
松
本
洋
一
郎
▽
枚

方
�
河
西
正
義
▽
八

尾
�
東
口
晃
治

西

野
正
雄

浦
宗
二
▽

京
都
�
青
木
善
男

西
脇
尚
一
▽
宮
津
�

平
野
亮

福
井
愿
則

▽
向
日
�
大
橋
�
▽

神
戸
�
長
谷
川
忠
義

▽
西
宮
�
雑
古
宏
一

▽
芦
屋
�
都
筑
省
三

▽
桜
井
�
堤
野
俊
一

郎
▽
津
山
�
末
永
弘

之
▽
玉
野
�
中
谷
幸

晴
▽
広
島
�
海
徳
貢
▽
呉
�
小
田

元
正
▽
宇
部
�
河
村
泰
輔
▽
徳
島

�
岸
本
安
治

板
東
實
▽
小
松
島

�
尾
崎
義
明
▽
高
松
�
岡
優
▽
坂

出
�
葛
西
吉
弥

村
井
友
信

藤

川
亘
▽
善
通
寺
�
芝
�
▽
新
居
浜

�
小
野
利
通

橋
本
朝
幸
▽
大
洲

�
大
野
新
策
▽
四
国
中
央
�
三
好

英
二
▽
伊
予
�
高
橋
佑
弘
▽
土
佐

清
水
�
岡
林
幹
造
▽
田
川
�
末
光

�
美
▽
中
間
�
岩
�
三
次
▽
長
崎

�
中
村
七
生
▽
佐
世
保
�
西
村
暢

文
▽
豊
後
高
田
�
岩
本
武
▽
宮
崎

�
岩
切
勝
久
▽
枕
崎
�
牧
信
利
▽

出
水
�
武
下
敬
蔵
▽
南
さ
つ
ま
�

鳥
居
亮
幸

【
議
員
３０
年
以
上
】

▽
名
寄
�
大
久
保
光
義
▽
深
川
�

北
名
照
美
▽
五
所
川
原
�
�
西
収

三
▽
大
船
渡
�
佐
藤
文
男
▽
釜
石

�
佐
野
金
吾
▽
名
取

�
下
山
博
嗣

本
田

�
子
▽
岩
沼
�
平
塚

兵
六
▽
村
山
�
猪
藤

英
雄
▽
天
童
�
奥
山

成
也

高
橋
博
▽
郡

山
�
猪
越
三
郎
▽
二

本
松
�
阿
相
利
和
▽

新
発
田
�
宮
崎
光
�

▽
魚
津
�
竹
内
進
▽

勝
山
�
�
田
與
三
次

郎
▽
東
村
山
�
田
中

富
造
▽
あ
き
る
野
�

戸
沢
弘
征
▽
�
飾
�
石
田
千
秋
▽

水
戸
�
福
島
辰
三
▽
土
浦
�
井
坂

信
之
▽
石
岡
�
金
井
一
夫
▽
下
妻

�
稲
葉
冨
士
夫
▽
笠
間
�
小
池
忠

▽
佐
野
�
寺
内
冨
士
夫
▽
飯
能
�

吉
田
�
美
▽
上
尾
�
永
吉
勇
▽
越

谷
�
中
村
喜
久
三
▽
蕨
�
堀
川
利

雄
▽
志
木
�
永
井
誠
▽
柏
�
千
葉

清
志
▽
市
原
�
山
口
勇
▽
我
孫
子

�
津
川
武
彦
▽
富
士
宮
�
河
原
崎

澄
雄
▽
常
滑
�
庭
瀬
健
太
郎
▽
稲

沢
�
坂
上
国
弘
▽
岩
倉
�
三
輪
佳

幸
▽
大
阪
�
北
山
篤
▽
草
津
�
西

川
仁
▽
た
つ
の
�
松
本
勝
巳
▽
有

田
�
橋
本
喜
代
次
▽
笠
岡
�
幡
司

勝
治
▽
福
山
�
森
田
泰
元
▽
山
陽

小
野
田
�
小
野
泰
▽
飯
塚
�
永
露

仁

東
�
喜
▽
行
橋
�
川
庄
�
�

▽
杵
築
�
阿
部
多
助
▽
え
び
の
�

蕨
南
善
之
▽
鹿
児
島
�
赤
崎
正
剛

議
員
表
彰
者
を
代
表
し
て
受
領
す
る
横
山

勝
司
・
港
区
議
会
議
員
（
右
、
議
員
４５
年

以
上
で
特
別
表
彰
を
受
賞
）

表
彰
受
賞
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
す
る

�
橋
平
八
・
十
日
町
市
議
会
議
長
（
正
副

議
長
８
年
以
上
で
特
別
表
彰
を
受
賞
）

特特
別別
表表
彰彰
受受
賞賞
者者

正
副
議
長
８
年
以
上

議
員
３０
年
以
上

第１６１８・１９号 平成１８年６月１５日 （６）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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市
議
会
議
員
共
済
会
は
５
月
２５

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
第

９２
回
代
議
員
会
を
開
催
、
平
成
１７

年
度
会
計
決
算
を
認
定
す
る
と
と

も
に
、
会
員
の
異
動
及
び
給
付
の

決
定
状
況
な
ど
を
報
告
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
国
松
会
長

（
藤
沢
市
議
会
議
長
）は
、「
高
齢

化
に
よ
る
年
金
受
給
期
間
の
延
び

や
運
用
利
回
り
の
低
下
に
加
え
、

市
町
村
合
併
に
伴
う
年
金
受
給
者

の
急
激
な
増
加
な
ど
に
よ
り
、
本

会
は
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
」と
強
調
。状
況

打
開
の
た
め
今
国
会
へ
提
出
さ
れ

た
議
員
年
金
関
係
の
「
地
方
公
務

員
等
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
案
」

の
衆
議
院
通
過
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
運
営
の
安
定
化
へ
引
き
続

き
自
助
努
力
が
必
要
と
述
べ
た
。

事
務
報
告
に
よ
る
と
、
会
員

（
議
員
）
数
２
万
６
６
４
０
人
に

対
し
年
金
受
給
権
者
数
は
５
万
５

８
１
９
人
（
１８
年
３
月
末
現
在
）
。

会
員
１
人
が
２
・
１
人
の
受
給
権

者
を
支
え
る
と
い
う
状
況
に
な
っ

て
い
る
。
年
金
受
給
権
者
は
１７
年

度
中
に
５
割
増
と
な
る
１
万
８
３

９
４
人
の
増
と
な
っ
た
が
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
合
併
に
よ
る
市
制
施

行
に
伴
う
町
村
議
会
議
員
共
済
会

か
ら
の
引
継
者
。
年
金
財
政
を
支

え
る
会
員
数
は
３
０
３
８
人
の
増

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
結
果
、
年
金
や
一
時
金
の

支
給
に
要
す
る
給
付
経
理
は
、
１７

年
度
決
算
で
前
年
度
を
３０
億
円
上

回
る
８６
億
円
の
収
支
不
足
が
生
じ

る
に
至
っ
た
�
表
参
照
。
１８
年
度

に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
厳
し
い

財
政
状
況
が
見
込
ま
れ
る
。

【
市
議
会
議
員
共
済
会
役
員
】

▽
会
長
�
国
松
誠
（
藤
沢
市
）

▽
副
会
長
�
�
橋
忠
夫（
白
石
市
）

▽
理
事
�
目
黒
貞
夫（
赤
平
市
）

渡
辺
聰
（
松
本
市
）

渡
辺
勝
司

（
羽
生
市
）

伊
藤
明（
桑
名
市
）

松
井
精
史（
小
野
市
）

内
藤
美
雄

（
安
来
市
）

田
中
健（
高
知
市
）

黒
木
正
善
（
西
都
市
）

成
澤
廣

修
（
文
京
区
）

大
竹
邦
実
（
全

国
市
議
会
議
長
会
事
務
総
長
）

▽
監
事
�
安
本
美
栄
子（
伊
賀
市
）

齋
木
敏
夫
（
学
識
経
験
者
）

地
方
議
員
の
年
金
制
度
の
長
期

的
安
定
を
図
る
た
め
の「
地
方
公

務
員
等
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
」

が
６
月
７
日
、
参
議
院
本
会
議
で

可
決
、
成
立
し
た
。
平
成
１９
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
。

改
正
の
骨
子
は
、
給
付
の
見
直

し
と
し
て
�
退
職
年
金
と
退
職
一

時
金
の
給
付
水
準
を
１２
・
５
％
引

き
下
げ
（
施
行
日
前
に
議
員
歴
の

あ
る
者
は
同
１０
％
）
�
受
給
者
の

給
付
水
準
を
１０
％
引
き
下
げ
�
在

職
加
算
年
数
の
上
限
を
３０
年
（
現

行
５０
年
）へ
引
き
下
げ
―
―
な
ど
。

収
入
の
見
直
し
は
、
市
の
場
合

�
掛
金
率
を
１６
・
０
％
（
現
行
１３

・
０
％
）
に
引
き
上
げ
。
た
だ
し

１９
年
度
は
１４
・
５
％
�
特
別
掛
金

率
を
７
・
５
％
（
同
５
・
０
％
）

に
引
き
上
げ
�
給
付
費
負
担
金
率

を
１２
・
０
％
（
同
１０
・
５
％
）
に

引
き
上
げ
―
―
な
ど
。

現
行
制
度
の
下
で
は
、
市
・
町

村
と
も
平
成
２０
年
度
に
積
立
金
が

枯
渇
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た
た

め
、
総
務
省
に
地
方
議
会
議
員
年

金
制
度
検
討
会
が
設
置
さ
れ
る
な

ど
対
応
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
同

検
討
会
が
２
月
２２
日
に
報
告
を
取

り
ま
と
め
た
の
を
受
け
、
政
府
は

３
月
７
日
に
改
正
法
案
を
提
出
。

５
月
１８
日
に
衆
議
院
を
通
過
し
た
。

市
共
済
会
で
は
制
度
の
維
持
・

存
続
の
た
め
、
議
長
会
の
会
議
等

も
活
用
し
て
議
長
に
説
明
・
報
告

を
行
っ
た
ほ
か
、
�
議
長
に
よ
る

地
元
選
出
の
国
会
議
員
へ
の
要
望

�
制
度
検
討
会
の
報
告
を
全
議
員

及
び
全
受
給
者
へ
送
付
�
改
正
法

案
の
概
要
を
全
受
給
者
に
送
付

―
―
な
ど
対
応
に
全
力
を
上
げ

た
。

平成１７年度 市議会議員共済会決算（要旨）
（平成１８年３月３１日現在）

給付経理（給付に要する費用） （単位：千円）

１ 収支の状況
（１）収入総額 ３７，５５６，４４１
（主な収入の内訳）
ア 給付費負担金 １２，９２５，７５２
イ 掛金 １６，００３，１３８
ウ 特別掛金 ２，３８０，９５１
エ 移換金 ４，５０９，４５３
オ 利息及び配当金 １，５７５，８８０

（２）支出総額 ４６，１７３，６６４
（主な支出の内訳）
ア 退職年金 ３５，０７７，０１８
イ 退職一時金 １，７４０，４５４
ウ 遺族年金 ８，９３２，８２１
エ 遺族一時金 １１４，１２８

（３）収支損益額（（１）―（２））△８，６１７，２２３
平成１７年度は収入総額より支出総額の方が上回っ
たため８６億１，７２２万３千円の当期損失金となった。
このため、前年度の給付積立金９６８億６，５０２万円を取
り崩して平成１７年度の給付に要する費用の不足金に
補てんした。これにより平成１８年度に繰り越した給
付積立金は８８２億４，７７９万７千円となった。

２ 主な資産の内訳
（１）預金 １８，２４７，８６３
（２）投資有価証券 ２２，５２３，１２５
（３）有価証券信託 ２１，５５２，２００
（４）生命保険 ２６，１１４，８３３

業務経理（事務に要する費用） （単位：千円）

１ 収支の状況
（１）収入総額 ３２５，５４０
（収入の内訳）
ア 事務負担金 ３２５，５１８
議員一人当たり１３，０００円×議員定数

イ 利息及び配当金 ２２

（２）支出総額 ２７７，９６１
（支出の内訳）
ア 役員報酬及び職員給与 ８８，０３４
イ 旅費及び事務費 ３６，７０４
ウ その他 １５３，２２３

（３）収支損益額（（１）―（２）） ４７，５７９
平成１７年度は収入総額の方が支出総額より上回っ
たため４，７５７万９千円の当期利益金となった。この
ため、前年度の剰余金３，５５３万９千円に当期利益金
を上乗せした。これにより平成１８年度に繰り越した
剰余金は８，３１１万８千円となった。

１７年度

決
算
収
支
８６
億
円
不
足

議
員
共
済
会
が
代
議
員
会
開
く

地地
方方
議議
員員
年年
金金
改改
正正
法法
がが
成成
立立

代
議
員
会
の
も
よ
う

（７） 平成１８年６月１５日 第１６１８・１９号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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全
国
市
議
会
議
長
会
の
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
た
翌
日
の
５
月
２５

日
、
６
３
１
市
の
議
長
（
ま
た
は

副
議
長
）
が
皇
居
・
豊
明
殿
に
参

殿
し
、
天
皇
陛
下
に
拝
謁
し
た
。

参
殿
し
た
一
同
を
代
表
し
て
本

会
の
国
松
誠
会
長
は
、「
私
達
は
、

地
方
自
治
体
が
地
方
分
権
の
理
念

を
踏
ま
え
、
地
域
の
文
化
や
歴
史

を
尊
重
し
な
が
ら
、
活
力
あ
る
地

域
社
会
を
創
造
し
て
い
く
こ
と

が
、
我
が
国
の
健
全
な
発
展
に
つ

な
が
る
も
の
と
確
信
し
、
地
方
自

治
の
確
立
と
住
民
生
活
の
向
上
の

た
め
、
全
力
を
挙
げ
る
決
意
で
あ

り
ま
す
」
と
言
上
し
た
。

天
皇
陛
下
は
、
「
地
方
自
治
の

た
め
に
尽
力
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

を
誠
に
ご
苦
労
に
思
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
市
・
特
別
区
に
は
、
合

併
の
苦
労
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
あ
る
こ
と
と
察
せ
ら
れ
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
り
、

良
い
方
向
に
進
ん
で
い
く
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
く
れ

ぐ
れ
も
身
体
を
大
切
に
さ
れ
、
今

後
と
も
市
民
・
区
民
の
た
め
、
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
発
展
の

た
め
に
力
を
尽
く
さ
れ
る
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
」
と
の
主
旨
の
お

言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。

こ
の
あ
と
一
同
は
、
宮
中
三
殿

な
ど
内
苑
を
参
観
し
た
。

▼
議
長

▽
岩
出

小
山

清（
４
・
１
）

▽
北
秋
田

吉
岡

興（
４
・
１１
）

▽
東
海

加
藤
菊
信（
４
・
１１
）

▽
香
芝

�
田
博
文（
４
・
１１
）

▽
岩
国

本
田
嗣
郎（
４
・
１２
）

▽
燕

古
澤

明（
４
・
１３
）

▽
�
子

須
田

隆（
４
・
１３
）

▽
伊
賀

安
本
美
栄
子（
４
・
１４
）

▽
赤
穂

有
田
光
一（
４
・
１４
）

▽
阿
波

原
田
定
信（
４
・
１４
）

▽
大
田（
島
根
）有光

孝
次（
４
・
１９
）

▽
下
松

広
戸
一
見（
４
・
２０
）

▽
坂
戸

広
沢
市
太
郎（
４
・
２１
）

▽
郡
上

遠
藤
賢
逸（
４
・
２４
）

▽
北
見

沢
合
正
行（
４
・
２５
）

▽
男
鹿

船
木

茂（
４
・
２５
）

▽
天
理

北
田
利
光（
４
・
２６
）

▽
四
万
十

松
田
達
夫（
４
・
２６
）

▽
上
田

土
屋
陽
一（
４
・
２７
）

▽
太
田

荒
井
昭
男（
４
・
２７
）

▽
丸
亀

田
中
英
雄（
４
・
２７
）

▽
香
南

野
崎
昌
男（
４
・
２７
）

▽
中
間

井
上
太
一（
４
・
２７
）

▽
西
都

黒
木
正
善（
４
・
２７
）

▽
御
前
崎

揚
張

正（
４
・
２８
）

▽
近
江
八
幡

大
橋
正
光（
４
・
２８
）

▽
田
村

宗
像
公
一（
５
・
１
）

▽
中
野
（
長
野
）

武
田
典
一（
５
・
１
）

▽
愛
西

佐
藤

勇（
５
・
１
）

▽
大
東

岩
渕

弘（
５
・
１
）

▽
う
き
は

諌
山

勝（
５
・
１
）

▽
八
幡
平

瀬
川
健
則（
５
・
９
）

▼
副
議
長

▽
岩
出

山
本
茂
博（
４
・
１
）

▽
北
秋
田

庄
司
憲
三
郎（
４
・
１１
）

▽
東
海

米
山
カ
ヨ
子（
４
・
１１
）

▽
香
芝

竹
下
正
志（
４
・
１１
）

▽
岩
国

高
田
和
博（
４
・
１２
）

▽
燕

西
村

亨（
４
・
１３
）

▽
�
子

平
井
竜
一（
４
・
１３
）

▽
伊
賀

坂
井

悟（
４
・
１４
）

▽
赤
穂

池
田
芳
伸（
４
・
１４
）

▽
阿
波

篠
原
啓
治（
４
・
１４
）

▽
大
田（
島
根
）石橋

秀
利（
４
・
１９
）

▽
下
松

小
林
莞
兒（
４
・
２０
）

▽
坂
戸

田
原
教
善（
４
・
２１
）

▽
郡
上

山
田
忠
平（
４
・
２４
）

▽
北
見

鈴
木
史
郎（
４
・
２５
）

▽
男
鹿

三
浦
利
通（
４
・
２５
）

▽
天
理

�
井
洋
司（
４
・
２６
）

▽
四
万
十

宮
本
博
行（
４
・
２６
）

▽
上
田

藤
原
信
一（
４
・
２７
）

▽
太
田

小
林
邦
男（
４
・
２７
）

▽
丸
亀

大
前
誠
治（
４
・
２７
）

▽
香
南

信
吉
孝
彦（
４
・
２７
）

▽
西
都

河
野
方
州（
４
・
２７
）

▽
御
前
崎

曽
根
紀
久
雄（
４
・
２８
）

▽
近
江
八
幡

塩
田
善
弥（
４
・
２８
）

▽
田
村

本
田
仁
一（
５
・
１
）

▽
中
野
（
長
野
）

武
田
貞
夫（
５
・
１
）

▽
愛
西

小
沢
照
子（
５
・
１
）

▽
大
東

大
谷
真
司（
５
・
１
）

▽
う
き
は

石
井
国
弘（
５
・
１
）

▽
八
幡
平

�
橋
光
幸（
５
・
９
）

▼
事
務
局
長

▽
赤
平

福
島
賢
一（
４
・
１
）

▽
糸
魚
川

齋
藤
隆
嗣（
４
・
１
）

▽
柏
崎

永
井
郁
雄（
４
・
１
）

▽
金
沢

篠
田

健（
４
・
１
）

▽
栃
木

尾
上
光
男（
４
・
１
）

▽
さ
い
た
ま

宮
澤
健
二（
４
・
１
）

▽
東
海

河
合
洋
一（
４
・
１
）

▽
伊
賀

永
持
嘉
宣（
４
・
１
）

▽
綾
部

四
方
道
人（
４
・
１
）

▽
宇
治

乾

久
雄（
４
・
１
）

▽
近
江
八
幡

大
森
喜
三（
４
・
１
）

▽
和
歌
山

山
ノ
井
義
雄（
４
・
１
）

▽
岩
出

辻

裕（
４
・
１
）

▽
岡
山

齊
藤
泰
清（
４
・
１
）

▽
三
次

反
田
博
美（
４
・
１
）

▽
さ
ぬ
き

川
地
卓
三（
４
・
１
）

▽
高
知

山
本

繁（
４
・
１
）

▽
久
留
米

田
中
俊
博（
４
・
１
）

▽
筑
紫
野

藤
木
正
文（
４
・
１
）

▽
う
き
は

石
井
準
一
郎（
４
・
１
）

▽
燕

井
嶋
健
一
郎（
４
・
１３
）

▽
上
田

市
村
良
夫（
４
・
２７
）

▽
香
南

恒
石

巖（
４
・
２７
）

▽
宝
塚

坊

則
正（
５
・
１
）

６月１５日現在の市数
８０２市

うち
指定都市 １５市
中核市 ３６市
特例市 ３９市
一般市 ６８９市
特別区 ２３区

天天
皇皇
陛陛
下下
にに
拝拝
謁謁

皇皇居居・・豊豊明明殿殿

全
国
の
市
議
長
に
お
言
葉

天皇陛下に拝謁謁する全国の市議長（５月２５日、皇居・豊明殿にて。写真は宮内庁提供）

議

会

人

事

第１６１８・１９号 平成１８年６月１５日 （８）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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